
海岸近くの湿地等に生える多年草。根茎は長い匐枝を出す。茎は高さ40-100cm、基部は少し肥厚する。

葉は主として根生し、幅2-5mm。花序は頭状に密集する1-6個の無柄の小穂からなり、苞は1-3個あって、

伸びて葉状になる。小穂は卵形で、長さ8-15mm、幅6-8mm、光沢のある赤褐色をなす。

－

西宮市の個体群は水路の改修工事により著しく減少し
た。改修工事を行う際に配慮が必要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西宮市、姫路市、赤穂市、たつの市、南あわじ市、淡路市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…コウキヤガラ
環境省ランク… －Bolboschoenus  koshevnikovii  (Litv. ex Zinger) A.E.Kozhevn.


